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三河港湾事務所だより

三河港の概要説明に耳を傾ける研修員の方々

メルセデス・ベンツ日本（株）の見学

2月8日（水）、JICA（独立行政法人国際協力機構）が実施する
「港湾戦略運営研修」で来日中の14ヵ国、計18名の研修員を三河港
にお迎えし、完成自動車の輸入台数及び金額ともに日本一の三河港を
ご紹介しました。

11月の「港湾物流効率化研修（アフリカ地域）」に続き、今年度2
度目となる今回は、蔵王山展望台（田原市）やポートインフォメー
ションセンター「カモメリア」（豊橋市）から三河湾・三河港を眺望
していただくとともに、三河港の貨物取り扱い状況や港湾施設等のイ
ンフラ整備状況、三河港の魅力等をご紹介しました。また、メルセデ
ス・ベンツ日本（株）の豊橋新車整備センターを見学し、輸入車の整
備状況のほか、港湾に隣接する施設の優位性などの知識を習得いただ
きました。さらに、豊橋市を表敬訪問していただき、木村副市長より
東三河地域の魅力などについてご紹介いただきました。

研修員の方々からは、岸壁の延長や水深などの施設規模から、港湾施
設での荷役時間やその労力などの運営に至るまで、幅広く多くの質問が
投げかけられ、その熱心さが伝わってきました。また、自国の港湾施設
と比較し効率性の良さに驚かれたとともに、今回の研修の成果を自国の
将来的な計画・整備の参考にしたい、などの声が聞かれました。

三河港湾事務所では、今後も引き続き、国内・国外を問わずご視察等
に対応し、幅広くみなとの役割や魅力、整備の必要性等を発信して参り
ます。

カモメリア展望台にて三河港を視察

豊橋市を表敬訪問

≪参考：研修員の出身国【14ヵ国、計18名】≫
東南アジア （6）：インドネシア（1）、カンボジア（2）、

東ティモール（1）、フィリピン（1）、
ミャンマー（1）

南アジア （2）：スリランカ（2）
大洋州 （1）：パプアニューギニア（1）
中米・カリブ（1）：エルサルバドル（1）
南米 （1）：ブラジル（1）
アフリカ （3）：ガーナ（1）、ケニア（1）、南スーダン（1）
中東 （4）：エジプト（2）、チュニジア（2）
※（ ）内の数字は研修員の人数

折り紙体験をした研修員の方による作品
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海とみなとの相談窓口

全国共通フリーダイヤル

0120-497-370
おおいに よくなれ みなと

受付時間※/9:00～12:00と13:00～17:00(土・日・祝祭日を除く)
※一部の地域を除きます。

12月18日（日）、渥美半島の先端に位置する田原市西の浜で、「環境ボラン
ティアサークル 亀の子隊」が主催する「西の浜クリーンアップ活動」が行われ
ました。同活動は平成10年から始まった西の浜の海岸清掃を行う活動で、今回で
通算235回目となります。

当事務所からも2名が参加し、亀の子隊や一般参加者の方々（約40名）と共に、
海岸のゴミ拾いを行いました。数日前から吹いていた強い季節風の影響からか、
たくさんの漂着ゴミが散乱しており、およそ1時間の清掃活動で約160kgものゴ
ミが集まりました。

潮位表には、三河港における満潮と干潮の時刻と潮位等を掲載しています。
釣りや潮干狩り等の参考にご活用ください。

三河港湾事務所ホームページはこちら
→http://www.mikawa.pa.cbr.mlit.go.jp/

参加者の皆さんで記念撮影

ゴミ拾いの様子

今回ゴミを拾い集めた箇所はだいぶきれいになりましたが、それでも海岸には
まだまだゴミが落ちています。きれいな海を取り戻すため、当事務所では、こう
した活動に今後も積極的に協力していきます。

①クリック（データライブラリ）

②クリック（潮位表）
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